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 日本では業務その他部門のCO₂は上昇傾向である。中でも飲食店は改善の余地が大きいと言われている。エコマーク

認定は食品ロスの削減や省エネ等に関わるいくつかの項目があり、企業が認定基準に従って取組を推進することでCO₂

の削減が期待されている。本研究では、飲食店がエコマーク認定基準に従って取組を推進することで削減されるCO₂

排出量を算定し、具体的に示すことで、飲食店のエコに対する意識を高めることを目的とする。 
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１．緒言 

現在、日本の業務その他部門 CO₂排出量は 1990

年度比で 1.66 倍に増加している。日本の部門別

CO₂排出量の経年変化を図 1 に示す。 

 

図 1.CO₂排出量の経年変化 1) 

 その他部門の中でも飲食店はサービス重視の傾

向が強く、環境配慮の面で改善の余地が大きいと

言われており、CO₂排出の要因として食品ロスや

エアコン・冷蔵庫等の電力消費が挙げられている。 

 エコマーク認定は食品ロスの削減や省エネ等に

関わるいくつかの項目があり、企業が認定基準に

従って取組を推進することで CO₂の削減が期待さ

れている 2)。本研究では、飲食店がエコマーク認

定基準に従って取組を推進することで削減される

CO₂排出量を算定し、具体的に示すことで、飲食

店のエコに対する意識を高めることを目的とする。 

 

２．研究手順 

 本研究は以下の手順によって行った。 

① エコマーク飲食店の認定基準書 3)の中から計

算可能な項目を抜粋して CO₂排出削減量を求

める式を作成した。 

② 式をもとにプログラムを組み CO₂排出削減量

を算定するツールを作成した。 

③ 作成したツールに企業から入手したデータを

入力し、各項目の CO₂排出削減量を調査した。 

 

３．結果 

３．１ 認定項目の抜粋 

表１に認定基準書より抜粋した項目を示す。 

表１．評価項目一覧

 

３．２ 算定ツール作成 



 飲食店事業者の使用を想定した CO₂排出削減量算

定ツールを作成した。ツールのサンプルを図２，３，４，

５，６，７，８に示す。 

 

図２.スタート画面 

 

図３.項目選択画面 

 

図４.操作説明 

 

図５.計算画面 

 

図６.計算結果 

 

図７.計算結果(円グラフ) 

 

図８.計算結果(棒グラフ) 

４．今後の方針 

 今後は以下の手順で研究を進めていく。 

① 計算式の妥当性を確認し、適宜修正を行う。 

② 算定ツールを飲食店事業者に実際に使用し

てもらいデータを集める。 
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